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明

治

の
米

債

調

節

(
七

・
完

)

「

本

庄
.
榮

治

郎

第
〃
六

出
早

緒

.論

・

封
土
説
き
去
b
説
き
來
b
て
明
治
年
間
に
於
け
る
米
償
調
節
の
事
例
は
略
ぼ
之
を
明
か
に
す

る
を
得
た
り
。

　

ち

藪

に

本

稿

を

了

る

に

臨

み

、

調

節

分

方

法

背

景

等

に

つ
ぎ

簡

輩

に

記

述

す

る

所

あ

ら

ん

ご

す

。

一
、

調

節

の

方

法

.

今

、

明

治

時
.
代

に

行

は

れ

た

る
各

種

調

節

方

法

を

表

示

す

れ

は

左

の

如

し

。
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諦

観

明
治
の
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節
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・
完
)

f
需
要
減

少

需
要
壇
加

・
・

羅

輔

給を舞

F

…

酒

造
制

限
策

・
:
・酒

造

高
制
限

:

・:

:

・

・・酒

造
増

加

策

・

:
酒

造
高

制
限

の
撤

去

・:

・引
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策
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論

難

聾

　}
・
下
・

預

り

米

.
・
.

:

:
ノ

・・　

　

　

{鞭

劉
靴
　　
引
上
策

購
ず

先

つ
償
格

政
策

に

つ
い
て

は
、

第
十
巻

(第
六
號

五
八
)

七
八
二

(輸
出
禁
止

一

翼

董

鞍
羅

.

.

之
を
徳
川
幕
府
の
行
ひ
し
調
節
策
ε
比
較
す

る
に
、

徳
川
時
代

に
あ
り
て
は
、

、

米
償
法
定
策
は
、
享
保

二
十
年
及
ひ
二
十

一
年

に
亘
り
て
江
戸
大
阪
に
於
て
嚴

に
貴
行
せ
ら
れ
た
る
所
に
か
、
る

ε
錐
、
明
治
二
年
・大
阪
に
於
け
る
米
慣
制
限
は

一
時
行
は
れ
た
る
如
き
形
跡
を
存
す

る
に
留
ま
り
彼
此
同
日
の
談

に
あ
ら
ず
。
故

に
贋
格
政
策
ぜ
し
て
は
、
明
治
時
代

に
は
何
等
行
ふ
所
な
か
り
し
ε
す

る
も
人
な

る
過
誤
に
は
井

る

べ
き
也
。

次
に
直
接
に
米

の
需
給
を
左
右
†
る
政
策
の
中
、.
供
給
増
減
策
に
つ
い
て
は
徳
川
時
代

に
は
町
人
を
し
て
強
制

'
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.

的

に
貢
米
を
な
さ
し
め
、
叉
は
園
米
廻
米
等

に
制
限
を
附
す
る
ご
ざ
暴
行
は
れ
た
る
所
な
れ
ε
も
、
明
治
時
代
に

入
り
て
は
か
く
の
如
き
こ
ε
は
多
一
行
は
れ
さ
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
需
要
増
減
策
ε
し
て
の
飯
米

の
節
約
、
酒

造
制
限
、
酒
造
奨
励
等
の
方
法
も
徳
川
時
代
に
於
て
は
常
に
行
は
れ
た
る
所
な
る
も
、
明
治

に
入
り
て
は
三
年
以

後
に
は
か
く

の
如
き
方
法
も
亦
見

る
を
得

さ
る
こ
ご

、
な
れ
り
。
之
に
反
し
て
徳
川
時
代
に
は
藩
外
輸
出
入
政
策

は
行
は
れ
た
る
も
、
外
國
輸
出
入
の
こ
ご
に
つ
い
て
は
鎖
国
の
當
然
の
結
果
ε
レ
て
、
こ

の
事
例
を
存
せ
さ
り
し

`
難
、
明
治
開
園
以
後
は
米
穀

の
輸
出
、
輸

入
、
輸
出
禁
止
等
の
方
法
に
よ
り
内
地
米
穀

の
在
高
を
左
右
せ
し
こ
.

ご
は
屡
々
行
は
れ
た
る
所
ε
す
つ

.

次
に
間
接
に
米
の
需
給
を
左
右
す
る
政
策
ご
し
て
は
、
徳

川
時
代
に
は
資
金
融
通
政
策
を
探

り
、
諸
侯
拝
借
金

米
商
拝
借
金
、
御
用
金
等

の
方
法
が
暴
行
は
れ
た
る
も
、
明
治
時
代
に
於
て
は
、
金
く
そ
の
趣

を
異
に
し
、
關
視

政
策
、
納
租
關
係
の
政
策

に
よ
b
て
間
接

に
米
の
需
給
に
影
響
を
與

へ
ん
`
し
た
る
も

の
な
り
。

最
後
の
取
引
機
關

に
封
ず
る
政
策

に
つ
い
て
は
取
引
所
に
謝
す
る
干
渉
、
好
商
取
締
等
は
徳
川
時
代
に
於
て
も

・
明
治
時
代
に
於
で
も
共
に
行
は
れ
た
る
所

ε
す
。
把
～
外
米
及
ひ
皇
群
氷
代
用
等
の
方
法
は
明
治
時
代

に
特
異
の

方
法
に
し
て
、
帳
合
米
相
場
の
公
許
、
米
商
株
仲
間
の
設
定
停
止
を
以
て
米
傾
調
節
策
ご
し
て
之
を
行

臥
し
は
徳

川
時
代
に
お
け
る
特
殊

の
方
法
`
塑
さ
ゴ
ゐ
を
得
市
。

.

.

思
ふ
徳

川
時
代
に
お
け
る
鎖
國
的
肇

に
反
し
て
明
治
時
代
の
開
園
貿
易
政
策
は
木
賃
調
節
の
方
面
に
於
て

論

説

明
治
の
米
便
調
節
(七
、完
)

第
†
巻

(契

雛

五
九
v

七
人
三



論

説

明
治
の
米
銀

節
(七
・㊧

第
+
巻

璽

ハ
槻

六
〇
)

七
人
囲

も

薪

方
法
を
探
.用
す

る
に
至
ら
.し
め
、
又
前
時
代
の
肚
會

に
於
て
は
保
守
的
専
制
的
色
彩
の
強
か
り
し
に
反
し

て
、
後
時
代
に
は
進
取
的
自
由
的
色
彩
を
加
.へ
、
経
済
事
情

の
大
に
愛
化
す

る
に
至
b
し
こ
{
は
米
憤
を
法
定
し

町
人
を
し
て
眠
制
買
水
文
は
圏
米
を
な
ざ
し
め
、
或
は
御
用
金

に
↓
り
、
叉
は
株
仲
間
制
度
に
よ
b
て
米
償
の
調

.
節

を
な
す
如

き
・
曹
制
度

の
最

早
行
は

る

・
を
得

さ
る

に
至
り

し
所

暑

い
は

さ
る
可
ら
宇
.

余
は

さ
き
に
江
戸

幕
府

の
米
償
調
節
に
就
て
は
、
(
ご

暫
時
に
お
け
る
米
の
政
治
上
財
政
上
の
地
位
か
、
現
今

ε
大
に
趣
葱
異

に
せ
.
.

る
爲
め
、
そ
の
調
節
策
に

つ
い̀
て
も
政
治
的
財
政
的
意
義
を
含
め
る
こ
ε
、
〔
二
)江
戸
幕
府
の

一
般
行
政
政
策
か

保
護
干
渉
の
色
彩
を
帯
ふ
る
こ
ε
強

き
か
爲
め
、
今
日
に
於
て
は
到
底
行
ふ
を
得

さ
る
か
如
き
方
法
も
、
當
時
に

於
て
は
屡
實
施
せ
ら
れ
砦

こ
垂

擘
け
馨

妬
、
・
の
ご
ε
踊

蕪

代
の
米
鶉

讐

謹

す
る
及

ん
で

一
居
明
か
な
り
ε
い
ふ
べ
し
。

之

を
要
す

る
に
明
治
初
十
年
の
内
に
は
徳
皿
時
代

に
行
は
れ
把
る
方
法
ざ
相
類
す
箔
方
法
も
往
々
に
し
て
行
は
守

れ
芽

ε
難
、
.そ
.の
以
後
に
於
て
鐘

ら
貯
蓄
米
制
度
、
華

局
の
嚢

に
岩

、
.米
穀

の
買
上
彿
下
の
方
法
に

よ
り
或
黙

殺
の
輸
出
ん
・
外
米
代
卑

の
關
係

に
よ
り
・
又
預
り
米
、
代
納
米
、
地
租
納
期
繰
下
等

の
納
租
關

係
の
方
法
に
よ
b
て
米
慣
の
調
節
を
期
せ
を

せ
し
も

の
に
七
て
、
殊

に
地
租
及
び
外
國
貿
易

の
關
係
は
明
治
時

代
に
お
け
る
米
償
調
節
の
背
景
ご
し
て
逸
す
可
ら
さ
る
の
事
實

ε
す
。
乞
ふ
少
し
く
之
を
述

へ
ん
。

昌
、
米
償
調
節
ε
そ
の
背
景

2)江 戸幕府 の米側調節3【8頁
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〔イ
)
地
租
。
.
.
明
治
の
初
年
に
於
て
は
租
税
は
爾
物
納
金
納
井
ひ
存

し
九
年
三
月
に
至
り
て
漸
一
米
穀
の
出
納
を

塵
止
し
π
る
こ
ぜ
は
既
に
述

へ
湿
る
所

の
如

し
。
面
し
て
之
か
爲
め
に
農
民

は
米
穀
を
貨
幣
ε
交
換
し
で
租
税
を

編
む
る
こ
ε

・
な
り
、
農
民
の
負
播
は
米
償
下
落
の
際

に
於
て
従
前
に
比
し
て
甚
だ
重
き
を
加
ふ
.る
に
至
れ
b
。

さ
れ
は
地
租
改
正
事
業
の
織
綾
せ
る
問
は
.
政
府
の
米
債
調
節
策
も
、
多
く
は
こ
の
事
業
ざ
形
影
相
律
ひ
て
行
は

れ
た
る
か
如
き
観
な
き
に
あ
ら
す
。
か
の
預
り
米
、
及
ひ
、
地
租
代
未
納
制
度
の
如
き
は
、
こ
れ
に
よ
り
て
農
民

の

の
米
穀
放
費
を
抑
止
し
米
償
の
下
落
を
防
く
の
目
的
を
宿
せ
七
も
の
に
し
て
、
地
租
金
納

の
た
め
に
生
し
た
る
米

償
調
節
策
た
る
は
も
ε
よ
b
否
む
を
得

さ
る
所
也
。

(
口
)
貿
易
關
係
。
米
穀

の
鹸
…出
は
明
治
の
初
年
以
降
常

に
行
は
れ
た
る
所
な
り
ε
錐
、
そ
の
妬

め
に
於
て
は
米

慣
調
節
の
外
、
荷
地
租
改
正
の
關
係
に
も
よ
る
所
あ
b
し
か
如
一
、
其
後
蓮
商
上
の
關
係
之
に
加
は
り
来
り
、
更

に
明
治
十
四
五
年
以
降
に
至
り
て
は
此
目
的
は

一
愛
し
て
紙
幣
整
理
兌
換
準
備
に
充

つ
る
た
め
の
正
貨

の
増
殖
を

.

期
せ
ん
か
た
め
に
行
は
る

、
に
至
り
し
也
、

帥
ち
明
治
⊥
ハ
年
七
月
地
租
歌
正
條
例

の
公
布
に
つ
い
で
、
同
年
八
月

一
日
よ
り
米
婆
の
じ無
視
輸
出
を
許
し
た
る
.

か
如
き
は
、
も
ε
よ
b
開
園
通
商

の
大
方
針
に
依

る
所
な
b
ε
難
、
亦
地
租
改
正
に
俘

ひ
、
米
・債
の
椹
衡
を
保

つ

か
た
め
米
穀
輸
出

の
必
要

一
層
大
な
る
も
の
あ
め
し
に
由
る
や
明
か
也
。
米
穀
脛
理
記
事
に
曰
く

ヘ

ヘ

ヘ

セ

ロ

お

あ

『明
治
四
孚
初
め
て
郡
縣
の
制
度
立
ち
全
國
の
財
政
漸
く

「
に
締
し
、
於
遣
手
大

に
地
租
改
正
の
建
議
め
り
。
其
主
旨

ξ
す

ろ
虜
寡
ら
金
租
な
地
券

に

論

説

明
治

の
米
側
調
萸

七
・完
)
.

第
+
巻

(第
六
競

六

一
)

七
八
五
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亭

論

説

明
治
の
米
但
詞
節
(
七
、
完
V
.

第
+
巻

(築
山ハ
號
.

六
二
)

七
八
六

へ

　

も

ム

も

し

徴

し
て
作
物
の
自
由
な
民
に
授
く

ろ
も
の
な
れ
に
米
穀
供
諮
の
氣
賑
怨

一
韓
し
て
海
外
貿
易

に
連
絡
ぜ

さ
ろ

へ
か
ら
す
ご
乃
ち
喩
出
解
禁
の
議
是

F

、
胚
胎
す
。
此
時
に
當
て

や
海
外
米
穀
通
商

の
形
態

も
略
之
々
洞
察
す
ろ
な
得
た
れ
に

、
便
ち
政
府
牽
.免
し
て
腰
藩

拾
攻
の
米
百
十
餓
高
石
な
総
て
自

か
ら
之
怨
輸
潤
し

(中
略
)
六
年
七
月
に
遣

"
大

に
令
海
布
て
米
奏
無
種
々
以
て
海
外
輸
出
す
る
な
公
許
し
、
数
年
の
鎖
禁
法
藪
に
初

め
て
解
撤

ぜ

り
』
云

々

而

し

て

明

治

九

年

已

来

の

輸

出

米

は

、

必

竟

國

産

を

振

売

し

て

輸

出

入

の

均

季

を

計

ら

ん

ご

す

る

の

趣

意

に

出

41

て

陀

る

も

の

ε
す

,

試

に

米

穀

経

理

記

事

に

い

ふ

所

を

掲

げ

ん

か

。

『
按
ず
る
に
我
国
港
市
な
開
き
唐
丸
海
外
遁
商

の
約
な
結

ひ
し
ょ
り
已
来
逐
年
盛
大
に
至
り
た
る
に
吾
人
の
欣
慶
マ
ろ
慮

な
り
し

か
、近
来
彼

よ
り

の

輸
入
物
我
か
需
用
ね
堆
し
、
反
て
我
ム
リ

の
輸
出
品
彼

の
需
用
々
減
し
た

る
為
以
X
出
入
比
較
恒
に
輸

入
多
き
に
居

る
は
、
我
国
の
縦
濟

・ト
於
て
殆

も

セ

も

し

し

　

ロ

ご
塞
心
す

る
所
な
り
(
中
略
一
熟

た
慮
ふ
に
之
か
均

午
な
書
乗
ず
ろ
ば
實

に
國
産
な
振
興
す
う
に
在
り
建
誰
其
産
物

や
既

ト
天
賦
美
産
の
米
穀
あ
る
あ

れ
に
更
に
他
物
海
運
さ
ん
よ
り
は
寧
ろ
之
か
産
出
存
埼
殖

ぜ
し
め
而
し
て
需
用
た
海
外
に
蟹
充
ぜ
ん
こ
ε
為
君
策
す

う
に
在
り
.㌔
、
其
故

や
凡
そ
我

国
産
の
最
も
大
に
し
て
、
最
も
成

71
易
者

に
米
穀
な
捨

て
亦
何
に
か
資
ら
ん
。
所
謂
盛
大
に
輸
出
す
る
威
に
獄
糸
、
濃
卵
、
茶
の
三
品

め
リ
ミ
雌
も

難
系

や
需
用
に
攣
化
あ
り
て
華

々
輸
出
に
盛
衰
無
し
ぐ」
ぜ
す

、
羅
卵

の
如
き
ば
盛
衰

の
最
も
甚
し
き

軋
の
に
し
て
、
而
し
て
孚
毎
に
衰
微
に
至
q
殆

ε
後
来
な
計
策
す

ろ
能
ば
さ
ろ
の
勢
に
至
れ
り
。
侍
り
茶
に
於
て
に
概
ね
輸
出
定
位
あ

ろ
か
如
し
ミ
雌

も
、
之
か
需
用
は
来
國

に
止

う
も
の
な
れ
に

其
鍛
も
叉
際
限
あ

ろ
へ
き
な
り
。
凡
そ
輸
出
品
の
利
益
限
り
無
く

且
大
な
る
も
の
匡
消
食
の
品
種
に
如

く
ば
無
し
守」
す
。
然

11
我
固
有

の
天
産
た

ろ

米
穀
な
盛
大

に
輸
出
す

ろ
に
無
限
の
圃
釜

尋
起
す
の
基
本
に
し
て
尚
且
嘗
時
就
産
障
迷

ふ
盧

の
士
民
葎
此
農
事

に
奨
導
す

る
亡
き
11

一
に
ば
不
毛
の

地
拓
け
、

一
、」
ば
士
民

の
恒
産
心
得

、

「
に
1工
産
出
の
米
穀
々
増

し
、
遂

に
輸
入
品

奄
呑
屡
す

ろ
も
雑

音
に
非

b
へ
し
ε
思
考
し
切

に
該
口
叩
輸
出
の

盛

大
々
希
望
す
ろ
の
外
無
か
り
音
。
然
り
而
し
て
九
年
已
来
連
に
大
数
の
輸
出
米
な
計
螢
ぜ
ら
れ
し
は
宴

に
欣
芥

の
至
り

に
耐

へ
す
』
去

々

帥

ち

當

初

地

租

改

正

の

断

行

に

伴

ふ

必

然

の

結

果

乙

し

て

米

嬰

の

輸

出

を

認

め

た

る

所

の

も

の

が

今

や

米

穀

を

輸

出

物

産

の

〒
大

品

に

充

て

大

に

國

盆

を

書

策

す

る

の

主

眼

ε

な

す
.
に

至

り

し

也

。

而

も

日

本

米

は

決

し

て

小

変

の

勾 同上

σ



.

如
く
欧
米
各
国
民
の
「
清
食
の
品
種
」
に
非
る
の
み
な
ら
す
、
盟
に
米
食
国
民
の
み
に
つ
い
て
見
る
も
、
日
本
米
が

外
國
米

に
比
し
て
特
殊
の
性
質
を
有
し
、
我
国
民
が
日
本
木
に
甥
し
て
特
殊
の
嗜
好
を
有
す
る
こ
ε
は
到
底
日
本

米
を
以
て
他
の
輸
出
品
の
如
く
世
界
的
商
品
ご
同
様

に
観
察
す

る
を
得
す
。
從

ひ
て
之
を
以
て
鹸
…出
品

の
大
宗
ざ

な
さ
ん
鷲
の
討
議
は
失
當

た
る
を
見
れ
す

ε
雌
、
米
償
調
節
の

一
方
策

ご
し
て
考
ふ
る
ご
き
は
、
之
れ
か
輸
出
入

の
途
を
存
す

る
こ
ε
は

一
進
歩
た
る
を
疑
は
さ
る
也
。

米
穀
の
輸
出
は
更

に
三
韓
し
て
幣
制
整
理
問
題
ご
相
關
嚇
す
る
に
至
れ
b
。
維
新

の
初
め
兵
馬
倥
偬
国
用
多
端

に
し
て
国
庫
の
歳
入
を
以
て
之
れ
に
感
ず
る
に
足
ら
す
、
政
府
は
乃
ち

一
時
の
急
を
救
ふ
爲
め
各
種

の
紙
幣
を
獲

コ

行
し
た
る
が
、
廃
藩
置
縣
後
、
各
藩
嚢
行

の
紙
幣
も
亦
、
政
府
の
負
捲

に
締
し
、
.之
れ
か
整
理
の
た
め
更
に
紙
幣

の
増
獲
を
来
し
、
明
治
十
年
西
南
齪
後

に
至
り
て
は
、
紙
幣

の
濫
獲
特

に
甚
し
く
紙
幣
の
下
露
愈
急
激

ε
な
り
し

が
、
當
時
銀
紙
の
差
甚
し
き
所
以
を
以
て
銀
債
の
騰
貴
せ
る
穴
め
な
軌
ご
し
、
或
は
銀
貨
を
費
出
し
、
或

は
民
間

に
隠
匿
せ
都
正
貨
を
吸
股
し
て
正
貨

の
供
給
を
珊
七
、
以
て
頻
b
に
銀
貨
の
騰
貴
を
抑
制
せ
ん
ε
し
た
る
も
ギ
何

等
の
敷
な
く
、
明
治
+
三
年
九
月
始
め
て
紙
幣
銷
却
に
若
子
し
引
換
準
備
た
る
正
貨

の
増
殖
、
兌
換
券
獲
行
の
特

の

擢
を
有
す

る
中
央
銀

行

の
設
立

等

に
力

を
致
す

に
至

り
し

が
、
政
府

が
米

⑳
輸
出
を
奨
漑

し
て
以
て
正
貨
吸
牧

の

方
法

ε
な
す

に
至
り
し
も
亦
這
間

の
事

に
臆
す
。
今

十

四
年
十

一
月

大
賊
卿
松
方

正
義

の
正
貨
増
殖

に
關
す

る
建

議

の
.
一
節

に
曰
く
。

論

説

明
治
の
米
偵
調
節
(七
、完
)

第
十
巻

(第
六
號

占八
一【;

七
八
七

5)朋 漕三+孚 幣制 改革始末概要巻首

6)同 上214頁
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論

説

明
治

の
米
償
調
節

〔七

、完

)

'

第
+
巻

(第
六
號

六
四
)

七
八
入

『
審
に
我
国
産
業
の
情
勢
心
観
察

し
反
周
く

内
外
貿
易

の
關
係
々
考
察
す

う
に
、此
際
我
政
府
か
正
貨
壌
殖
の

　
方
便

ピ
し
て
之
か
荷
凭
換
為
間
接

に

も

も

ヤ

カ

し

あ

ち

あ

ち

し

も

保
護
す

へ
き
物
貰

に
-
翠

」
慧
糸
製
茶

の
み
な
以
て
要
晶

ご
丁

へ
春
に
非
す
、
而
し
て
宜
く
我
国
最
大
の
物
産

た
る
米
穀
な
も
亦
右
正
貨

滑
殖
方
領

の
要
畠
中

に
加

ふ

へ
き
な
り
。
(中
略
)
筍
も
米

雇
以
て
前
陳
方
便
中
の
要
品
こ
な
す
以
上
は
丙
國
豊
穰
、
魔

に
齢
…米
め
る
威

に
在
り
て
に
空
く
機

に

乗
り
會
に
投
し
て
恰
嘗

の
料
理
々
施
し
、
以
て
之
為
輸
出
し
・
以
て
前
陳
所
謂
正
小買
増
殖
の

一
助

に
供

ぜ
さ
る
へ
か
ら
す
』
曇

々

.

り
　

而

し

て

十

五

年

十

一
月

に

は

更

に

海

外

へ
米

穀

を

輸

出

す

る

の
建

議

を

な

し

て

曰

く

、

『
米
穀

の
儀

ば
本
邦
最
大

の
物
産

ド
し
て
、其

り
豊
凶
こ
慣
値
の
最
低
ミ
ば
財
政
上
に
影
響
す
る
固
よ
り
勘
か
ら
ず
候
盧

、
凶
漱

の
備
1ま
既

に
儲
蓄
法

御
施

行
相
成
候

に
付
措
て
論
ぜ
す
、
現
今
に
於
て
豊
熟
の
年
有
験

の
米
穀
な
潰
農
す

ろ
の
方
法

々
豫
寇
す
う
に
尤
も
急
務

に
可
有
之
、
如

何
芒
な
れ

ば
米
領
格
外
下
落
す
う
ご
き
11
唯

に
牧
税
に
困
…雑
な

ろ
の
み
な
ら
ず
農
産
推

歩
の
前
路
存
遮
断
し
商
工
凡
百
の
事
業

に
波
及
す
可
く
、
依
て
之
存
審

案
す

る
に
宜
し

く
海
外
に
輸
出
す

る
の
勝
れ
る
ド
若

翼
に
勿

る
可
し
。
然
う
に
該
事
業
た
る
音
遣
商
賈

の
螢
[み
得

さ
ろ
も

の
ば
、
内
地

に
於
て
精

良

の
米
質
々
轍
出
ず

ゐ
も

、
冷
熱
氣
候

の
差
違
甚
し
き
地
方
を
縄
過
す
ろ
な
以

て
、
腐
化
鉄
減
の
慮
一な
き
能
に
す
。
加

ふ
乃
に
悔
上
鍛
萬
里
許
多
の
日

あ

し

し

り

へ

あ

あ

リ

ヘ

ヒ

　

月
々
空
費
す
る
々
以
て
得
失
相
償
.は

さ
み
臆
由

乃
な
り
。
而
し
て
政
府

に
於

て
挙
行
す
ろ
時
は
前
件
の
顧
慮

々
要
ぜ
さ
る
の
み
な
ら
す

、
今
や
正
貨

稀
少

の
際

に
在
て
、
術
海
陸
軍
省

の
如
き
必
要
峡
く
可
ら
さ
ろ
の
畳
用
に
之

な
給
ぜ
さ
る
な
得
す
。
既

に
正
貨
缺
乏
す

う
ご
き
は
他

の
方
法
に
依
り

.

購
求
す

ろ
に
至
り
其
の
反
射

や
遂

に
低
幣

の
下
落
な
来
し
、
財
政

上
の
困
難

矩
胚
胎

す
う
も
知

ろ
可
か
ら
す
。
故

に
目
下
の
要
務
に
勉
め
て
輸
出

の

あ

し

し
　

　

ち

ち

カ

物
品
准
増
加
し
正
貨
政
入
の
計
遊

心
虚
さ
覚
る
可
か
ら
す
、
然

ろ
F
内
地
有
蝕

の
米
穀
心
海
外
に
輸
出
す
る
ば

一
は
以
て
政
府
の
用
度
葎
給
し

こ
.

量

産
者
の
所
得
か
保
護
し
、
有
益
無
害

に
し
て
所
謂

一
拳
冊
得

の
事
業
に
可
有
之

、
最
も
従
来
の
　
叢

に
依
托
に
見

附
の
計
算
に
於
て
得
失
震

…

の
響

晶

塁

。
熱
量

・
撃

其
・
難

推
究
・
・
ミ

長

・
蕃

ら
さ
・
あ

・
り
.・下
略
)』
(舘

雑

用
窯

辮

総

有
)

常
半
周
磨
止
の
後
、
.国
債
局

に
第
三
儲
蓄

を
設
け
、
爾
後
年
々
政
府
に
よ
り
て
米
穀
輪
出
行
は
れ
た
る
こ
ざ
は
既

81
.

.

に
述

へ
た
る
所

の
如

し
。

'
・

「

之
を
要
す

る

に
米

穀

の
輸

出
は

そ
の

始

め
地

租

の

改
正

ε
、離

る
可
軋

さ
る
關
係

を
有
し
、
後

一
轄

し
.て
通
商

上

「

7)同 上222頁

明治財 政曳第 九巻

8)第 九巻 六號85頁 、第十巻 三號sO頁

の



「

』

の
關
係
を
加

へ
、
更

に
三
韓
し
て
正
貨
吸
牧
幣
制
改
革
の
問
題
ざ
相
關
達
す

る
所
あ
る
に
至
り
し
也
。
盟
純
な
る

米
債
調
節
の
み
を
以
て
し
て
は
明
治
時
代
前
孚
の
米
穀
輸
出
を
解
明
す

る
に
足
ら

さ
る
也
。
・

.

垂

右

の
姐
き
輸

出
奨
鋤

の
結
果
乏

莱

毅

の
輸
出
に
明
治
+
五
年
頃
よ
り

二
士

皐

頃
呈

う
ま

査

輸
轡

串

の
重
要
な
る
地
位
々
占

め

畠
或
に
生
練
に
次
ぎ
て
第
二
位

書

め
し
き

・
あ
り
或
に
生
禁

重

き
て
第
三
位
に
立
ち
し
・
ミ

か
り
し
が
・
養

外
画

貿
易

の
状
勢
も
次
第

に
.

「
鍵
し
綿
織
綜
、
羽

二
重

、
石
炭
等

の
輸
出
な
見
る
に
及
ん
で
.
米
に
三
†
年

に
に
第

六
位
F
下
り
三
十

一
華
に
に
第

八
位
、
三
十
二
年
に
に
第

富

毒

%

器

杢

・
及
ん
で
集

鍋

僅

在
外
本
邦
人
・
食
碧

く
編

料
皐

讐

し
て
少
量
艦
過
書

ろ
装

毒

巴

長

・

て
外
米
の
輸
入
に
漸
次
滑
加
し
て
日
露
戦
役
當
時
に
ば
多
額
り
輸
入
た
見
穴
ろ
こ
ご
既
F
述
へ
た
る
所
の
如
」
。
.こ
の
外
米
輸
入
に
11
明
治
の
前

半
に
於
て
は
、
凶
作
其
他
の
事
情
に
F
ろ
米
領
の
騰
貴
な
緩
和
す
ろ
薦
め
㊨
輸
入
多
か
り
し
も
、
其
以
後
に
ば
供
給
の
不
足
な
補
ふ
た
め
の
恒
久

的
の
輸
入
な
見
る
に
至
り
、
外
米
需
要
ば
.我
邦
に
.免
ろ
へ
か
ら
さ
る
趨
勢
ε
な
れ
り
。

(
(
)
米
儂
問
題
.。
以
よ

の
如
く
明
治
前

年

に
お
け
る
米

贋
調
節

は
地
租

改
正
、
・正
貨

吸
牧

等

の
國
家
財
政

上

の

重
大

な

る
事
項
を
背
景

ε

し
て
行
は
れ

し
も

の
な

惹
が

、
こ
れ
等
.諸
問
題

は
や
が

て
そ
の
解
決

を
見

た

る
の
み
な

ら
す

、
立
憲
政
治

の
確

立
、
國

民
輕
濟

の
進
歩

に
俘

ひ

て
、

一
般

に
自
由

思

想
獲

達
し

、
政
府
亦
立

法

に
豫

算

に

常

に
議

會

に
束
縛

せ
ら

れ

て
以
前

の
如

く
臨
機

に
自
由

な

る
施

設
を

な
す
能

は
す

、
・且
租
税
制
度
上

に
お
け

る
地

租

の
重
要

も
亦
從
前

の
如
く
な

ら
す

、
他

面

に
於

て
は

米
穀

の
需
給

關
係
は
未

だ
必
ず

し
も
切

迫
す

る
に
至
ら

さ

一

し
た
め

(灘

)
二
+
三
年
以
後
量

り
て
は
暫
時
の
間
、
以
前
の
如
き
種
・
な
る
調
纂

を
見
さ
り
し
も
の
な

る
が
、
.其
後
明
治
¢
末
年
に
至
b
て
は
食
糧
問
題
米
贋
問
題
ε
し
ズ
の
米
問
題
を
生
す

る
に
至
り
し
も
の
也
。
帥

ち
従
来
の
米
贋
調
節
は
他
の
月
的
濫
行

の

一
手
段
ε
七
て
行
は
れ
た

る
如
き
不
純
な
る
も
の
な
る
に
反
し
、
今
や

論

説
.

明
治
の
米
価
棚
飾
(七
、完
)

第
十
巻

(第
六
続

六
五
V

七
人
九

9)大 日本外画 貿易年表参照

、

,

,



,

論

説

切

捨
の
来
楓
鯛
節
名

、完
)

..

.

第
+
巻

塑

義

・六
山
つ

七
九
〇

米
債
調
節
そ
の
も
の
を
目
的
ε
し
て
種
々
の
政
策
を
遂
行
す

る
に
至
り
し
也
。
換
言
す
れ
は
明
治
年
間

の
米
儂
調

笛
は
そ
の
初
め
に
は
農
民
の
た
め
の
米
償
調
節
に
し
て
、
次
ぎ
に
は
幣
制
の
た
め
に
す
る
米
傾
調
節
行
は
れ
、
最

後

に
食
糧
問
題
こ
し
て
の
米
償
調
節
行
は
れ
し
も

の
ε
い
ふ
べ
き
也
。
散

に
こ
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
二
十
一二
年
以

前

に
は
種
々
な
る
米
櫃
調
節
策
行
は
れ
し
に
反

し
、
其
以
後
に
於
て
は
米
償
調
節
的
施
設
ε
目
す

へ
き
も
の
甚
だ

乏
し
き
が
故
に
、
前
期
は
之
を
米
償
調
節
時
代
ぜ
薄
し
、
後
期
は
米
償
放
任
時
代
ε
名

づ
け
.
明
治

の
米
債
調
節

ε
七
で
は
躍
に
米
便
調
節
時
代
の
二
十
三
年
ま
て
を
圭
ε
す

へ
き
も
.の
な
り
ε
な
す

は
、
徒
に
影
を
提

へ
て
そ
の

本
鵬
を
逸
せ
る
も

の
ε
い
ふ

べ
く
、
余
の
全
然
賛
同
す
る
熊
ば
さ
る
所
な
b
。
純
然
た
る
米
償
調
節
は
寧
ろ
二
十

三
年
以
後
駕
存
す

る
こ
ε
を
考

へ
さ
る
可
ら
す
。

・

思
ふ
に
我
国
民
生
活
の
最
要
資
料
ε
し
て
.の
米
穀
問
題
は
學
界
に
於
て
は
夙
に
薪
究
せ
ら
れ
し
か
如
か
り
し
も

實
際
界

に
於
て
は
比
較
的
閑
却

せ
ら
れ
た
る
か
如
き
観
め
b
て
、
新
聞
雑
誌
上
に
米
債
問
題
の
思
し
く
論
議
せ
ら

る

、
に
至
り
し
は
、
明
治
の
末
年
に
至
り
米
償
か
異
常
な
胤
高
騰
を
な
し
た
る
の
時
に
在
り
。

こ
れ
よ
h
以
後
生

活
問
題
ε
し
て
の
米
債
問
題
は

一
般
人
士
の
深
甚

な
る
注
意
を
惹
く
に
至
り
し
庖
。
然
ら
ば
漸

く
朋
治
の
末
年
に
.

至
り
て
此
問
題
の
擡
頭
す

る
に
至
b
し
所
以
は
如
何
。
今
簡
軍

に
そ
の
理
・田
を
述

へ
ん
に
、
上
述
の
如
く
明
治
の

.

祝
年

に
於
て
は
⊥
八
分
作
を
以
て
上
作

ε
な
せ
し
事
實
あ
b
。
叉
年
々
少
か
ら

さ
る
米
穀
の
海
外
輪
出
行
は
れ
し
ょ

り
見
る
も
▼
當
時
米
穀
の
生
産

ε
消
費
ε
の
間
に
幾
分
の
飴
裕
を
存

し
、
内
地

の
需
要
は
内
地
に
生
産
す

る
所
を

10)明 治孚 間米領調節 沿革史1-2頁

U)第 九巻 五號73頁

.

凸



◎

以
・
事
号

し
也
・
・
の
齢

は
明
治
の
墓

を
通
・
て
見
岳

・
し
て
薦

の
撃

ド

す
る
も
明
竃

・
然

る

に
そ
の
後

に
.至
b
.て
は
内
地

米
生
産

の
増

加

に
あ

か

、
は
ら
す

、
.人

口

の
増

加

は
頗

る
急
激

に
し
て
、
且
消
費

の
向
上
す

る
あ
り
、
.
一
人

に
謝
す

る
清
費

の
割
合
は

、
.明

治
の
初

め
に
は
七
斗

飴

に
過

ぎ

さ
b

し
も

の
が
、
次
第

に
八
斗

に
上
り
、
九
斗

ざ
な
り
、
遂

に
明
治

の
末

年

に
ば

一
石
以

上
に
昇
り
、
内
地

生
産
額

を
以

て
し
て
は
到

底

翼

・
蟹

・
充
・
す
態

・
・
三

二
f
年
掛

摯

鍬

・
・
妻

・
・
(範

蔽
灘

翫
讐
・
)⑳
か
く

て
喩
出
力
は
次
第
に
減
し
た
る
に
反
し
て
、
二
十
三
年
以
後
は
形
勢

一
憂
し
.て
輸
入
米
年
々
に
増

加
し
、
我
国
は

そ
の
生
活
資
料
の
補
給
を
外
國

漿
仰
か
さ
る
を
得
さ
る
に
至
5
し
嫁
り
。
而
し
て
我
國
の
如
く
土
地
狭
し
、
人
衆

.

き
鬮
札
あ
ウ
て
は
、
.人
口

一
人
に
封
ず

る
耕
作
面
積

の
.割
合

か
竿

灯
縮
少
し
、

土
地
に
逼
疸
を
威
す

る
の
結
果

下
等
地
を
も
耕
作
し
、
且
頗

る
集
約
的
方
法
に
よ
ら

ざ
る
を
得
す
し
て
そ
の
生
産
費

は
次
第

に
増

加
す

る
に
至
り

且
上
述
の
如
き
内
地
に
お
け
る
生
産
清
嚢
の
不
遜
合
に
よ
り
.て
米
償
は
次
第
に
騰
貴

せ
し
も
の
な
胤
が
、
此
等

の
、

關
係
は
年
を
追

っ
て
一次
第
に
著
し
ぐ
顯

は
れ
來
b
、
米

贋
騰
貴
の
比
率

は
物
贋
騰
貴

の
比
率
ご
大
な
る
懸
隔
を
示

す

に
至
れ
り
、
こ
れ
等

の
關
係
は
早
晩
食
料
問
題
米
償
問
題
の
惹
起
ヰ

へ
き
所
因
な
り
七
が
＼
明
治
の
末
年
に
至

・
て
礎

に
一鶴

岳

例
入
墨

(嬰

[韓
)鵡

馨

)・
附
係
、」
般
欝

・
下
輩
翠

讐

及
・
騰
貴

.
(讐

の
關
再

外
米
繋

貴
(甦

孫

に
外
米
關
椀
の
墨

騨

奪

の
原
因
加
は
b
・
り
て
、
米
領
の
暴
騰
暴

落
を
生
す
る
に
至
b
、
弦
に
於

い
て
か
、
・米
穀
の
需
給
關
係
は

一
般
世
人
の
注
目
を
惹
ぐ
ご

ε
、
な
り
講
所
謂
米

.

論

説

弱
拍

の
米
価
調
節

〔七
盆
乙

第
十
巻

(第
亀ハ
號

六
モ

)

七
九
'
一
.

＼

12)

13)
14)

第 九巻 一號152頁

米に關す お調 査141頁

東 洋経 済新報 米似 の騰貴 な論ず(5go號 以下)参 照
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9

論

説

明
治
の
米
側
調
節
〔七
、完
)

第
†
岩
.
(第
六
號

.大
入
)

問
題
米
贋
調
節

問
題
は
大

に
論
議

せ
ら

れ
闇
却
す

へ
か
ら

さ
る
問
題

ざ
な

る
に
至
b

し
也

19
.

封

ず
る
耕
作
面
積
の
割
合
々
示
さ
ば
左

の
如
し
。

(
註
)

今
、

'

六 五 四 フ、 ・ 、
人

___畑 得 の 人 口

冒望 鯉 昊吾

二 二 二 一 一 一 す

る
二 一 〇 九 八 七 耕

Eへ 訓」A入 内

八 七 六1五 四 三

一
、
茜

一
、
三

一
、
一
六

一
、
三

一
、
一石

三

池

四 三 二 一 〇 九

、 「、 、 、 、 、

晩 一=二 四 内 心

三三三三三四

〇 九 八 七 六 五

一
、
一
〇

一
、晃

一
・
ご

一
δ
湘

一
δ
ヘ

一
δ
七

七
九
二

四

一

一δ
穴

四
【

二
.

一、
〇
四

四

三

「
0
耳

四

四

一
δ
=

田
畑
面
積
は
二
十

一
牟

に
於
て
俄
然
滑
加

し
た
り
。
こ
に
地
神
調
査
の
結
果
從
來
測
量

に
洩

れ
た

る
分
の
新

に
計
上
ぜ
ら
れ
た

る
』

の
あ

る
に

因

る
。

10

次

に
、̀
米
便
ε
物
便

ざ
の
比
率
奄
封
照

す
れ
は
左
の
如
し
o

,

一 一 一 一 一 一 一 一 皐

七 六 五 四 三 二 一Q九 次

米

櫃

一〇
〇
δ

δ
三
、乳

一
三

」

一天

、五

三

〇
、二

.

三

口
、穴

一芙

δ

三
線

五

一〇
閏
三 物

慣

一8

δ

δ
四
君

δ
八
、五

一
死
、(

三
六
、(

一三

鬼

一四
〇
盆

=
四
」

δ

一£

七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八

三

三

一
三

、
(

一
〇
〇
、
「

究

、廿

=
ゼ
£

]
莞

、
昌

盛

、大

西
ゼ
直

.

西

八
乗

董

ハ、(

一
〇
二
、
(

.

力塁

突

2

]
三

、力

篁
釜

≡

、
四

一
ロ
昌
、(

一
晃

、
四

=

　「
、
耳

一
巳
0
δ

七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八

一
某

、
禺

究

三

一
四
〇
、
五

元

ゼ
』

一δ
一
、
三
.

二
四
〇
、
「

一酉
六
、
八

註

四
δ

二
八
九
、
乃

=
八五
」

三

(
、
六

一
三
(
、
一

【塁

、三

藝

£

一望

、四

一茜

、
巴

一奎

2

一杢

夷

一
六
五
、
耳

一嘗

需

四 四 四 四 四 三 三
四 三 二 一 〇 九 八

註
七
£

↓蓋

δ

三
王
、六

三
六
二

二茜

、六

二
六
六
、
四

冒更

£

完

一
、六

一宕

、七

「克

兄

一究

二

刀
六
』

二
〇
[
、
二

言
(
充

即
.ち
二
†
牟

二
†

一
年
頃
に
於

て
1工
米
侃

己
物
債

こ
の
差
大
な
ら
さ
り

し
も
爾
後
両
者

の
間

に
人
な

る
懸
隔
な
生
じ
、
明
治
末
孚

に
に
物
価
の
騰

貴

二
倍
な

る
に
、
米
慣
は
三
倍
以
上
に
及

へ
り
。

、

15)言 芋細1弍東洋纒㈱ 報594號13頁 ゐ9見よ、

16)東 洋脛濟業況報5go號14耳

」



罠
、
調

節

の

致

果

明
治
年
間
米
贋
調
節

の
赦
果
に
就

て
は
、
既

に
前
者
章

に
於
て
之
を
諭
し
た
左
所
な
る
が
、
概
観
す
れ
ば
、
貯

蓄
米
制
度
時
代
の
米
贋
引
上
を
除
く
の
外
は
、
大
抵
敷
果
な
か
b
し
も
の
也
。
而
し
て
眞
の
米
債
調
節
時
代

ε
見

る

へ
き
所
謂
外
米
時
代
に
於
て
は
.

一
存

、
輪
乗

に
墓

の
羅

を
課
し
、
以
て
従
来
内
地
米
贋
の
騰
貴
に

伴

ひ
て
外
米
が
自
然
に
入

ザ
来
り
て
以
て
多
少
巴
も
調
節
す
る
を
得
た

る
か
如

き
作
用
を
阻
止
し
な
が
ら
、
他
方

の

に
於

て
は
、

一
時
的
姑
息

の
關
視
輕
減

其
他

の
方

法

を
以

て
之

に
臨

み

し
も

の

に
し

て
、
寧

ろ
自

家
撞

着

の
威

な

く

ん
ば
非
す
。

そ

の
調
節
的
妓
果

の
見

る

へ
き
も

の
な

か
b

し
は
も

ざ
よ
b
當

然
な
b

ε
謂

ふ

へ
き
也

。

(完

)

(附
記
)

明
治
の
米
慣
調
節
及
び
更
に
廣
く
明
治
の
米
問
題
に
つ
き
て
に
論
ず
へ
春
所
・
筒
甚
た
多
し
ε
雌
、
既
に
多
大
の
紙
数
潜
費
し
た
る
々

以
て
暫
炬
本
稿
為
以
て
完
了
ご
す
。
而
し
て
全
篇
の
結
構
、
丙
窓
等
に
つ
音
て
11
雌
黄
な
加
ふ
へ
音
所
爾
甚
た
多
し
。
他
日
の
改
訂
寿
期
す
る
も

の
也
。

【

■

『

畠

論

説

.明
治

の
米
慣
鯛
節
〔七

、完
)

第
十
爆

〔第
六
號

六
九

)

七
九
三


